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Role of Those Living at the g
Foot of the Volcano

~Handling down the Wisdom to the Next Generation~

火山山麓に暮らす者の役割火山山麓に暮らす者の役割

～次世代につたえる～次世代につたえる
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有珠火山と火山学

明治３５（１９０２）年の有珠山（現伊達市長和より）



西インド諸島マルチニーク島
モンプレー火山(1397m)の悲劇
1902年、火砕流災害でサンピエール全市民と
観光客・船員など29,000人が犠牲になった。
皮肉にも石牢留置の死刑囚一人だけが生存。



伊豆鳥島 （海抜約394m) 明治35(1902)年8月大噴火

8月上旬から噴火が始ま8月上旬から噴火が始ま
り、月末迄継続。中央火
口丘を粉砕、800×300m
の大火口を生成。噴火直の大火口を生成。噴火直
前の船便で離島の1人を
除き、全島民125名行方
不明。

日本活火山総覧（第三版）より 2002,8,12撮影



三松 正夫 （22歳）
大森房吉東京大学教授



昭和18年12月28日夕刻迄は郵便昭和18年12月28日夕刻迄は郵便
局長として平穏の日々を過ごし
ていたが…

壮瞥郵便局長三松正夫（５６歳）



昭和１９年（１９４４）昭和１９年（１９４４）



世界大戦下の二つの自然災害世界大戦下の二つの自然災害

１９４４年１２月 ７日 東南海地震 M=7.9 震度６＋津波 被害大
１９４４年 １月１３日 三河地震 M＝6.8 浅震源の直下型 被害大

軍需工場の被害甚大のため国策で被害状況の軍需工場の被害甚大のため国策で被害状況の
詳細記録が残らず、近未来に東海地震に連動

しうる三つ子の巨大地震の想定を困難に

１９４３年１２月２８日～１９４５年９月２０日 有珠火山活動
昭和新山誕生

厳 報道管制 火 動秘 地 郵便厳しい報道管制で火山活動秘匿 地元郵便局長
の個人的努力で詳細記録。１６６３年以降7回の
噴火活動の記録が存在→2000年噴火対応成果



MIMATSU’s Unique Method for “ the Sequential Sketches”



O-Usu Dome
Before the Eruption

May 1, 1944

First Eruption

June 23,1944



Transit measurements
assisted by Dr. T. Fukutomi.

October 5, 1944,

Spine become visible

December 20, 1944



September  20,  1945 

Mimatsu Diagram(1)



有珠火山の寄生火山や噴火口列から推定される構造弱線（三松正夫仮説：1948）

2000年噴火西山山麓火口群と金比羅火口群



昭和新山生成日記

1962 に北海道で開催された IAVシンポジウムの

昭和新山巡検資料として自費出版された。

三松正夫の野帳

1995年昭和新山生成50周年記念国際火山ＷＳに際し、

英語版・日本語版の昭和新山生成日記が発刊された。



Aug 6, 1977 20:00 Aug 7, 1977  9:12

Fire  Works Festival



Oct 24, 1982 ~ Feb  28, 1983 ( 8 lectures and 1 field excursion)
Volcano  Learning  Program  for  Adults

58 members entried  (include 4  key-person  of  our  Geopark  Projects)

P t d b S b t Ed ti l B d

北海道大学市民公開講座

Promoted  by  Sobetsu  Educational  Boards 
Supported  by  Usu  Volcano  Observatory  of  Hokkaido University    



噴火・火山誕生⇒災害⇒恵み

地球の破壊力と再生力



1910

19951931 19951931

The  History  of  Development  on  Toya-ko Hot Spa.Area



有君火口（左）と珠ちゃん火口（右）



２０００年有珠噴火被害状況 よくぞ死傷者を出さずに・・・・年有珠噴火被害状況 よくぞ死傷者を出さずに



By reason of handling down  the wisdom to the next  generation

.
Mimatsu Masao Memorial Museum

The   Field  Learning  Program for  Kids     Since  1983



壮瞥町子供郷土史講座 昭和新山登山編 参加者は次の噴火の当事者かも！



ジオパークへの足跡

2000 3 31 有珠山噴火

Toya-Usu Geopark

2000 12 災害復興方針にエコミュ ジアム

2000,3,31 有珠山噴火

2000,12 災害復興方針にエコミュージアム
北海道構想提示
2002,10,26 洞爺湖周辺エコミュージアム
一市三町推進宣言
2006,11 エコミュージアム推進協議会発足
Eco-museum→（理念の共通）→Geopark
2008,05 日本ジオパーク加盟申請
2008 10 01 日本委員会現地審査・認可2008,10,01 日本委員会現地審査・認可
2008,10,20 世界ジオパークパーク申請認可
2009,05 世界ジオパークパーク申請書提出
2009,7/16～20 専門委員現地審査
→世界委員会審査

２００９，８，２２ 日本第一号の登録地
（世界初の活火山地域）

変動する大地と
共生する人々 歴史共生する人々の歴史



１９１０



１９４３～１９４５



１９７７～１９８２



１９７７年噴火以前１９７７年噴火以前

２００８年



２０００



情報センターとアクセスガイド



２０００年噴火遺構２０００年噴火遺構



昭和新山鉄道遺構公園昭和新山鉄道遺構公園



防災キ パ ソンの世代交代に備え防災キーパーソンの世代交代に備え、
2008年有珠火山マイスター制度を創設
2010年現在、11名を公認活動中

/

2010年現在、11名を公認活動中

/



何を語り継ぐべきか？
悲劇・怖さだけを伝えて良いのか！

地震・噴火→自然現象 災害→社会現象

噴火・地震は生きている星「地球」では必然

主役は地球・人は脇役、人間も地球の自然の
一部として生きる微少生物という認識部として生きる微少生物という認識

地震・噴火を封じる防災は不可能だが地震・噴火を封じる防災は不可能だが
→過去の災害の教訓から得た減災文化の構築

（ ）（地震・噴火規模≠火山災害規模）
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災害は繰り返す

② ③



X dayは突然やってくる！チリー地震津波 昭和35(1960)年5月23日X-dayは突然やってくる！チリー地震津波 昭和35(1960)年5月23日

霧多布半島が潮流に洗われ孤島になった


